
2022年度フィールド・スタディーズ（発展 全学）成果発表

プログラム概要 ： コピーライティングによる産業振興・地域振興への貢献
実習先 ： 新潟県燕市

公益社団法人つばめいと様との連携で、つばめ産業協創スクエア
（新潟県燕市宮町5-8）を拠点に活動

参加人数 ： 14名
学部学科 ： 日本語コミュニケーション学科、日本文学文化学科、環境システム学科、

データサイエンス学科、経済学科、経営学科、政治学科、人間科学科、
数理工学科

実習期間 ： 令和5年2月1日～2月10日
本学担当教員 ： 梅田大輔（教養教育リサーチセンター客員講師）

冬の新潟・燕で取材・ライティング合宿を実施
コピーライティング力・伝える力の「もと」となる取材力・聴く力・情報収集力のトレーニングの
ため、そしてリアルな社会の課題に貢献をすることを目指して、新潟県・燕市での合宿を
行った。学部学科を超えた14名で、地場産業、商店街活性化、地域振興の現場の方々を取
材し、それをもとにさまざまな言語化の活動を行った。
［今回の制作物］
・燕の方々14人のインタビュー原稿
・産業・地域振興スローガン・ステートメント開発・燕シビックプライドステートメント開発
・燕を舞台にした恋愛小説と詩の執筆・愛を温められる場所発掘

多くのインプット・アウトプットに取り組んだ10日間 （土浦由貴経営学科２年）

［１日目］燕市産業史料館にて燕市の産業である金属加工の情報を得た。カトラリーだけで
はなくキセル、やかんなど、展示資料を見ながら歴史や背景、燕の人たちのものづくりに対
する貪欲さと柔軟さを学んだ。その後、つばめいと 若林さまのお話から現状と課題を知っ
た。これらを衰えさせないために私たちにできることは何だろう。

［2日目］産業振興チーム（地場産業を担う若手後継者を取材）、商店街活性化図書館「ぶく
ぶく」チーム(ユニークな民間図書館関係者を取材)、地域振興チーム（新しくなった道の駅
国上の関係者を取材）の3チームに分かれて取材活動を開始。緊張しながらも取材対象者
から仕事や燕へのアツい思いをお聞きできた。反省点は魅力を引き出せるように事前に
もっと調べるべきだったこと。

［3日目］引き続きチームで分かれて取材。前日の反省を活かして取材を改善できた。 ■ぶ
くぶくチーム：反省を活かしてインタビューの方向性を定め直して臨んだ。■道の駅チーム：
スタッフの人々に慣れてきて気を落ち着けて取材できるようになり、人柄も見えてきた。長い
年数勤めている方、広報の方にお話を伺い、燕にとって道の駅の重要性を感じた。■産業
振興チーム：工場見学を通じてインタビュー内容の理解が深まった。取材を終えて産業の問
題点も徐々に見えてきた。

［4・5日目］２班に分かれ、7人は「道の駅国上」にて、「天神講」の飾りづくりワークショップの
お手伝い、鬼の着ぐるみを着て節分イベントのお手伝いを行った。弥彦神社、弥彦駅周辺
（おもてなし広場）散策を行った。もう7人は前日までのインタビュー音声の文字起こしを進め
た。

［6日目］インタビュー音声の文字起こしを進めた。文字起こしをすることで、取材内容のより
深い理解に繋がった。知りたい部分がたくさんでてきて、もう一度インタビューしたいと思っ
た。もっとゆっくりはっきり話すべきだったと反省した。文字起こしの分担の仕方についてよ
り良い方法を検討。

［7日目］スローガン30案作成、インタビュー原稿作成、恋愛小説執筆を開始。
スローガンは最初の10案ほどはスムーズにいけたが徐々に似通ってきて30案は辛く、質よ
り量を優先してしまった。インタビューを通してそれぞれが大事にしたいと感じたことや、取
材背景とのズレが出ないように対話を重ねて決めていった。同じ取材から出したスローガン
がチーム内で四者四様になっていることが面白い。原稿はたくさんの情報から書く内容を絞
るのが大変で取材対象者の個性を出すのが難しく、個性と説明文の中間を探りながら文に
するのがさらに難しかった。

コピーライティング基礎

画像などコンテンツの無断転載を禁じます



［8日目］ 7日目の成果物をブラッシュアップ、恋愛小説と詩の執筆を進行。スローガン30
案2回目はしんどかったが確実にいい案がでた。スローガンステートメントにならなくても
要素として拾えるものが多く出てきた。インタビュー原稿制作は、当初、問題点について
のレポートのようになってしまったが先生のアドバイスから人柄、感情に焦点を置いてブ
ラッシュアップした。

［9日目］午前10時〜午後12時、河川敷公園にて雪合戦を実施。オリンピック正式種目を
目指している「スポーツ雪合戦」のルールを参考に久々に体を動かす。みんなが本気で
勝つことを目指していて、7コピの何事にも手を緩めない姿勢を感じた。
午後からは課題6つを全て完成。インタビュー原稿やチーム課題は全員完成させたが、そ
の後の恋愛小説と詩に難航した。ストーリーの内容が定まらなかったり、小説の入りを決
めるまで時間がかかったりして翌日の朝までやっているメンバーや10日目の発表ギリギリ
まで粘っているメンバーもいた。小説や詩は初めて挑戦する人がほとんどで、コピーライ
ティングとは別の難しさがあったが、散歩で見た風景や行ったお店でアイディアや刺激を
うけて、より燕を自分の視点で感じたり自分ごととして捉えることができ、楽しく作ることが
できた。

［10日目（最終日） ］インタビューを受けてくださった方々の前で制作物の発表会。完成し
つつも本当にこれで良いのかという葛藤と緊張感が発表寸前まであった。しかし発表する
と意外と良い評価をいただくことができ、安心感とともに感動が込み上げてきた。10日間
が短かかったのか長かかったのかわからないがずっと詰めてやっていた分、大きな達成
感、満足感があった。準備に時間をかけたからこそ、発表の時は余裕や自信を持ってで
きた。

［生活面についての振り返り］夜遅くまでの作業、煮詰まる日々が続いたが、息抜きで燕
を楽しむことができた。街を散歩しながら景色や雪を楽しんだり、喫茶店や銭湯に行って
地元の人と会話したりして、街の生活に少しは馴染めたのではないか。夜ご飯は初日に
10日間の献立を決めて、逆算しながら買い出しにくなど工夫して自炊をした。14人での共
同生活だったが主体的に行動する人が多く、素早く物事が進んでいった。タコライスやポ
トフ、ハンバーグなどご飯は毎日美味しく出来上がり、準備や後片付け、掃除なども協力
して行った。製作の面では、上手く書けず辛いことも多かったがダイニングルームに行くと
必ず誰かが作業しているので一緒に楽しく進められた。笑いの絶えない充実した10日間
だった。

○身についた力
インタビューは１時間ほどであったがどんなことを聞けばこの人を表現できるのかを考え
ながら取材できるようになった。活動は料理を全くしたことがなく、今回の合宿で少しでき
るようになって帰ることができた。（斎藤奨・数理工学科2年）／話し合う力、自分の意見を
言えるようになった（大矢朱夏・経済学科2年） ／人間の魅力を引き出すようなインタ
ビュー力が向上。人によって解釈が違うことを知ることができた（布施凌太郎・日本文学文
化学科2年）／人の良いことを見つける力（生活も活動も）。生活面：14人で10日間生活す
るうえで悪いところよりも良いところを探すことで楽に暮らせる。自分のいい面を人の助け
に、自分の苦手を得意な人に助けてもらういい関係性を築けた。活動面：互いの得意、苦
手を生活の中で見つけ、グループワークで試す、取材の深堀に活きた。バックグラウンド
を知る大切さ。とりあえず口に出す力、出してから助けてもらう（土屋好・経営学科２年）／
インタビュー中に相手の表情がほぐれてきたことから、相手の魅力を引き出す聞き方や話
し方が自分は得意ということがわかった。言葉への関心が身に付いた（安藤美彩希・人間
科学科2年）／いろんなことを試す、苦手だったことがやってる内に、意外と難しくないこと
に気付けた。まずは試す力が身に付いた（王奕維・データサイエンス学科2年）／価値観
の違い、自分が相手の価値観に寄り添った上で話を聞くことができるようになった。人に
よって話すことが得意な分野と苦手な分野を見極められるようにもなった。（柳沼観月・日
本語コミュニケーション学科2年）／向き合う力。良い意味でほったらかしてくれたから自分
達で全部やらないといけない状況で、みんな、大丈夫？よりも何しようか？って周りみて1
人1人が必要なことを考えて行動してた。これはコピーライティングでも同じで、周り見つつ
必要なものを提示して、時間なくても絶対妥協しなかった。（大竹真維・経営学科2年）／
人の話を真剣に聞く。会話とか発言から熱量、エネルギーの変化を感じ取れることができ
た。嫌だなと思う部分が見えてしまうので集団生活は好きじゃなかったけど、意外といけ
た。気になるところも愛おしくなった。人間の苦みを味わえるようになった。（星野烈・日本
文学文化学科2年）／他人に助けを求められるようになった。わからないことはちゃんとわ
からないと言えるようになった（土浦由貴・経営学科2年）なった。自

14人での燕での文字起こしの合計は26万字に達し、インタビューや小説を合わせるとみ
んなで約30万文字は書いていました。7コピの14人、梅田先生本当におつかれさまでした。
そしてつばめいとの皆様、インタビューに協力してくださった皆様、燕の皆様、ありがとうご
ざいました。感謝申し上げます。（土浦）
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スローガン・ステートメント（3領域）
インタビュー原稿（14人）
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燕を舞台にした恋愛小説と詩 14篇
（文庫サイズ冊子化を予定）

街歩きをして、愛を温められる場所発掘
（短編小説冊子に挿入予定）
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NEW燕シビックプライド ステートメント
（合宿中には完成できず、帰京後の事後授業で完成）
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◯担当教員コメント
多くのインプットとアウトプット、チームでまとめ上げるものと個人の力を発揮する課題
を企画し、盛り込んだ。これまでコロナ禍での学び方に対応してきた２年生に、ようや
く合宿型での活動を実現できた嬉しさから、企画を盛り込みすぎただろうかと、やり抜
いてくれるか心配だった。しかし、チームをつくり、より良い言葉をめぐってしつこく対
話を重ね、燕の人や産業、土地に感情移入して貢献を模索する14人だった。ライティ
ングやミーティングで夜更かし気味になる反省はあったが、毎日、14人分の食事を自
炊する生活力は想像以上だった。制作物は全員が発表にこぎつけ、発表会では燕の
方々から良い評価をいただくことができた。しなやかで頑丈。ここは強い。新潟燕。こ
こは強い。武蔵野７コピ。（講師・コピーライター 梅田大輔）

◯実習先コメント
私は、最終日の成果報告会で毎回泣いてしまいます。なぜ涙が出るのか、私にはわ
かりません。頑張った学生の皆さんの姿になのか、言葉が表す誰かの姿になのか、
産み出された言葉の不器用さや素直さになのか、理由はわからないけど泣いてしま
います。そして、日常や周りの人を大事にすることを思い出させてくれます。私のよう
な思いをしている燕の人がたくさんいます。これからも皆さんとのお付き合いを大事
にしたいと思っています。（公益社団法人つばめいと 若林悦子）
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